
№
申請
区分

事　　業　　名 事　　業　　概　　要
交付金事業
実施場所

開始及び
完了年月日

総事業費
（単位：円）

交付金充当額
（単位：円）

1 上期 消防活動推進事業

・横浜消防署職員（２９名）の人件費
　消防の責務である、火災予防・警戒鎮圧、人命を守る救急救
助活動を全うするための消防広報、危険物施設・防火対象物・
一般住宅等の立入検査指導、婦人・幼年消防クラブの育成指
導、消防と密接に関係ある諸団体との合同訓練の実施などの活
動を行い、地域住民の安全維持活動に努めた。

字三保野127-1
R6.5.1～
R6.12.31

108,207,918 100,000,000

2 上期 福祉サービス提供事業

・保健師（５名）、社会福祉士（１名）、主任介護支援専門員（１
名）の人件費
　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員による家庭訪問や
健康教室、健診及び予防ケアプランの作成により、住民の健康
増進・子どもの健やかな成長・高齢者の介護予防を図った。

字林ノ脇79-82
R6.5.1～
R6.12.31

28,969,432 28,500,000

3 上期 子ども医療費助成事業

・乳児から高校生までの医療費（個人負担分）を助成
　本事業では、子どもの健康の増進を図るとともに、子育て支
援・少子化対策として、安定して子育てができる環境整備の一環
を担うために、０～１８歳までの医療費の無料化に取り組んだ。

各医療機関
R6.5.1～
R7.2.18

7,415,181 6,250,000

4 上期 英語指導助手招致事業

・英語指導助手（ＡＬＴ3名）の報酬
　外国語指導助手を配置して効果的に活用し、町内の小中学校
における英語でのコミュニケーション能力の段階的な育成を図っ
た。

横浜小学校
横浜中学校

R6.5.1～
R7.1.31

4,955,909 4,400,000

5 上期
横浜町費負担臨時教員
配置事業

・町費負担臨時教員（3名）の人件費
　町独自で教員を採用して学校に配置（小学校2名、中学校1名）
し、教師のサポートをする体制を整備することで、教師が学習面
生活面両方でより児童生徒と深く関わり合い、児童生徒が元気
に明るく学校に登校し勉強に集中できる環境を構築した。

横浜小学校
横浜中学校

R6.5.1～
R6.12.31

10,958,431 9,600,000

6 上期
横浜町特産物加工セン
ター屋根修繕事業

・屋根部分の改修
　経年劣化によって雨漏りが発生している状況であったため、屋
根修繕によって雨漏りを解消し、当施設の適正な運営を図った。

字林ノ脇79-64
R6.9.1～
R7.3.24

19,800,000 5,200,000

6 下期
町立小・中学校維持運営
基金造成事業

・町内小・中学校の維持運営に充てるための基金造成
　令和7年度以降に予定している小・中学校の維持運営費に充
当するための基金を造成した。

字寺下35
R6.12.5～
R7.3.31

16,947,000 16,947,000

197,253,871 170,897,000
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1 上期
町立小・中学校維持運営
事業

町内小・中学校の会計年度任用職員の用務員（2名）の人件費、
光熱水費等の維持運営費に基金を充当

横浜小学校
横浜中学校

R6.4.1～
R7.3.31

15,665,053 12,000,000

2 上期
公共施設修繕・維持補修
基金事業

必要に応じて公共施設の修繕・維持補修費等に基金を充当 字寺下35
R6.4.1～
R7.3.31

19,800,000 5,684,110

35,465,053 17,684,110

　上記の事業を電源立地地域対策交付金により実施することで、各種検診の補助や一部無料、また子育てに関する支援や住宅支援など、様々な事業展
開を行っています。

合　　　　　計

令和６年度青森県電源立地地域対策交付金事業

維持運営基金分

合　　　　計


